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【議題】 

１．会長及び副会長の選任（案） 

２．令和６年度松尾会館事業報告 

３．令和７年度松尾会館運営方針（案） 

４．令和７年度松尾会館事業計画（案） 
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議題１ 

会長及び副会長の選任（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会　長 

 

副会長 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

松江市立隣保館設置条例施行規則 

 

第７条　審議会に委員の互選により会長及び副会長を置く。 

２　会長は、会議を主宰する。 

３　副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を 

代理する。 
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議題２ 

令和６年度松尾会館事業報告 

 

１　社会調査研究事業 

○調査事業 

・地域の世帯数等について 

松尾町の人口・世帯数は、減少傾向が続いている。地域住民等の情報も得

ながら、世帯の状況等の正確な把握に努めた。町内の空き家の状況について

関係者の協力のもと把握に努めた。 

・高齢者世帯、社会的援護を必要とする世帯について 

町内全域の住民の具体的な状況把握を進めるために、松尾自治会、民生児

童委員、市社会福祉協議会、地域包括支援センター等との連携を図ったり、

市社協松尾地区担当者とともに関係者会議を開いたりして、情報交換や実態

把握を進めた。 

・各種教室・講座のニーズ把握 

教室受講者や講座等参加者へのアンケート実施、聞き取りなどを行い、反

省と改善に生かすよう努めた。 

　○研究事業 

地域の沿革や伝統行事などについて、地域住民や関係者などの協力を得なが

ら、資料の収集や整理を行った。来館者研修で、まとめた資料を使って地域の

歴史や文化について紹介し、地域の状況を理解いただくよう努めた。 

 

2　相談事業 

・年間 93 件の相談があった。相談事案の内容は、福祉･健康が全体の半数を超

えていて、次いで生活、住環境、子育てに関する相談があった。 

・各相談事案については、複数の職員できめ細やかに聞き取りを行い、解決に

向けて、適宜関係機関に連絡をとるなどして適切に対応した。 

・環境面の改善の相談について、地元自治会及び関係者と連携して対応した。 

・継続的な相談が必要な事案もあり、会館での相談及び訪問による相談を含め

て、相談者に寄り添った支援を心がけた。 

・関係者による「相談事業連絡会」を開催し、相談事業の進め方、個別事例へ

の対応等を協議した。また、日常的に民生児童委員、市社会福祉協議会、市包

括支援センター、市保健福祉総合センター等との連携を図ってきた。 

 

3　啓発広報活動事業 

○広報紙の発行 

　　・「会館だより」 
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月 1 回発行し、毎月の行事予定や会館事業のお知らせ、活動の様子の紹介、

人権についての情報発信やくらしのお役立ち情報などを取り入れ、親しみやす

い紙面になるよう努めた。松尾自治会及び近隣町内や関係機関に配布した。 

・「まつお」 

　広報「まつお」28 号を年度末に発行した。カラー印刷により会館事業を分か

りやすく見ていただく工夫を行った。また、同和問題解決に向けた取組を発信

した。 

○明るいまちづくり人権講演会の開催（島根県委託事業） 

2008 年に、旧活動する市民グループ「みずうみ交流会」と松尾会館が連携し

て始めた事業で、現在は、学び直しの会と雑賀・朝日・白潟地区人権教育推進

協議会との 4 団体共催で、雑賀・朝日・白潟公民館の協力を得ながら、人権講

演会を行っている。今回は、ネット人権侵害と部落差別の現状について、山口

県から講師を招いて実施した。 

○「学び直しの会」の活動 

2013 年から継続して行っている人権問題に関する自主学習会である。　　　　　　

令和 6 年度は 3 月に会員研修を行い、ネット上における部落差別の現状とその

課題について話し合いを行った。 

○人権教育・人権問題研修会 

　　来館研修及び講師派遣による研修を次のとおり実施した。 

◇来館研修等 

◇職員派遣による研修等 

 期日 来館者

 6 月 3 日 出雲市四絡地区同和教育推進協議会研修

 6 月 14 日 松江地区高等学校・特別支援学校人権教育協議会研修

 6 月 24 日 雲南市人権センター職員研修

 7 月 31 日・8 月 1 日 松江市転入教職員人権教育研修

 8 月 2 日 松江南高校職員研修

 11 月 6 日 島根県人権教育推進員連絡会議研修

 11 月 13 日 出雲市大津地区同和教育推進協議会研修

 2 月 20 日 秋鹿地区人権教育推進合同研修会

 期日 派遣先

 5 月 22 日 出雲市隣保館教養講座開講式同和問題啓発指導者研修

 7 月 3 日 松江市立雑賀小学校職員研修

 8 月 20 日・9 月 3 日 松江市幼稚園･保育所(園)･認定こども園等職員人権教育研修

 11 月 17 日 浜原隣保館人権・同和問題学習会

 1 月 14 日 美郷町立邑智小学校

 2 月 13 日 出雲市立南中学校

 2 月 25 日 美郷町立邑智中学校

 2 月 26 日 松江工業高校定時制
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○掲示等による広報活動 

　・会館内の掲示（会館の活動紹介、人権啓発記事、ポスターなど） 

・町内 5 箇所の掲示板への掲示（月行事予定、会館からのお知らせ等） 

 

4　地域交流事業・地域交流促進事業 

○あったか作品展 

まつお保育園園児、雑賀小学校児童、手芸・書道教室生及び有志の作品など

の展示を行った。オープニングとして、会館で活動をしているサークル（ギタ

ークラブ、ハーモニカ同好会）のみなさんに演奏していただいた。オープニン

グには、まつお保育園園児や地域の方など多数のご参加をいただいた。また、

作品展を開催した 3 日間には、多数の保育園の保護者や地域の方、関係者の方

に作品を見ていただくことができた。 

○なかよし広場 

　　会館周辺の小学生を対象として、夏・冬休みに、学習や体験活動（工作・調

理・餅つき・書初め等）を行った。こどもの家族も参加されたりして、にぎや

かに活動ができた。雑賀小学校に教職員の派遣を依頼し、指導をしていただい

た。学校・保護者と当館職員との情報交換の場にもなっている。島根県が令和

6 年度から始めた「島根県隣保館活動支援事業」を活用して、餅つき機を購入

し、活用した。 

○会館開放（夏休み松尾会館へ行ってみよう！） 

夏休みの 13 日間を開放日とし、会館周辺の小学生を対象として実施した。

学年の違うこどもたちがいっしょに過ごす中で、それぞれが折り合いをつけな

がら過ごす場面が見られた。開放最終日には、2 階和室の破れた障子のはり替

えをこどもと職員で行った。こども・保護者と会館職員との関係づくりにつな

がった。 

○ベビーマッサージ、ママ･パパ育児教室 

島根県助産師会松江支部の協力を得て、ベビーマッサージを 9 回、ママ･パ

パ育児教室を 3 回実施した。隣保館の役割として福祉の推進が求められており、

子育て支援として開催している。参加者が増加しており、子育てに関心や悩み

のある親さんたちのニーズの高さを感じている。また、参加者の交流の場にも

なっており、今後も継続して実施していきたい。教室の周知は、松江市の「母

子モだんだん」のアプリへの情報提供や関係先にチラシを置いて行っている。 

○教養文化教室 

手芸、書道、料理の 3 教室を開設し、各 10 回活動を行った。参加者同士の交

流と技量の向上が図られた。また、11 月のあったか作品展に教室生の作品展示

を行い、活動の成果を発表した。 
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5　その他 

　○進路保障の取組 

当館が行っている「なかよし広場」の中で、学校と協力して支援を行ったり、

学校に出かけて授業参観をしたりして、当該の児童生徒の状況を把握するよう

努めた。保護者が来館されたときに、適宜こどもたちの様子を聞いたり、在籍

校との情報交換をしたりした。高校生については、学校・福祉連携推進教員、

高校担当者との連絡を取りながら、情報交換等を行った。 

　○防災の会 

　　　2013 年に松尾会館と自治会・町内会が連携して結成した自主防災組織であ

る。組織の役割分担と活動の見直しを行っていくことを話し合っている。 

　○地域行事への協力 

6 月の「クリーンまつえ」の日に、自治会を中心に環境整備活動が行われ、

会館も協力した。また、6 年ぶりに松尾盆踊りが開催され、松尾盆踊り保存会

への協力を行った。 

　○椿の会 

松尾町と栄町の高齢者の自主活動グループの活動に対して支援を行った。会

館活動にも参加・協力いただけるグループであり、今後も連携を図っていきた

い。



（別表）

事業区分 回数 人数 備考

1

1

相談事業 福祉・健康相談 73 73

産業・職業相談 0 0

2 2

0 0

法律・生活相談 17 18

その他相談 1 1

広報 広報「まつお」 1 配布数200

会館だより 12 配布数840

研修・講座等 学校等人権研修 14 286

学び直しの会 1 12

明るいまちづくり人権講演会 1 40

人権学習会 0 0

交流文化講座 0 0

地域交流事業 交流 他地域との交流会（スポーツ） 0 0 R5終了

交流研修会 0 0

高齢者等福祉 おたっしゃデー 0 0

はつらつ健康講座 0 0

福祉講座 0 0

高齢者見守り事業 0 0

あったか作品展 3 141

教養文化教室 料理教室 10 72

書道教室 10 50

手芸教室 10 63

ベビーマッサージ 9 153

ママ・パパ育児教室 3 31

なかよしカフェ 12 113

なかよし広場 4 78

会館開放 12 57

貸館事業 130 1,015

地域福祉事業 相談事業連絡会 0 0

進路保障連絡会 0 0

その他 運営審議会 1 17

会館運営推進委員会 2 21

計 330 2,243 

令和６年度 松尾会館事業実績表

事業内容

実態調査

世帯調査

教育相談

人権相談

社会調査及び
研究事業

啓発・広報活
動事業

‐6-
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議題３ 

令和７年度松尾会館運営方針（案） 

 

　本市では、「社会福祉法（昭和 26 年法律第 45 号）」に基づく隣保事業を行う

施設として 3 館の隣保館を設置している。 

　松尾会館においても、地域社会全体の中で、福祉の向上や様々な人権課題解

決のための啓発・交流の拠点となる開かれたコミュニティーセンターとして、

各種相談、福祉、啓発、交流等の事業を総合的に推進していく。 

 

（１） 基本的な考え方 

　「同和対策審議会答申（昭和 40 年）」の精神に基づき、また、「地域改

善対策協議会意見具申（平成 8 年）」、「人権教育・啓発に関する基本計画

（平成 14 年）」、「隣保館設置運営要綱（平成 14 年厚生労働省）」、「生活困

窮者自立支援法（平成 25 年）」、社会福祉法改正（令和 2 年）及び、平成

28 年に施行された人権三法「障害者差別解消法」、「ヘイトスピーチ解消

法」、「部落差別解消推進法」等を踏まえ、地域福祉の推進と人権のまちづ

くりの拠点施設として事業の推進を図る。 

 

（２） 重点的な取組 

○相談・自立支援の拠点施設として、生活上の相談や人権に関わる相談　

に応じ、適切な指導助言を行うことで各種課題の実態把握・解決、自立

支援を進める。また、各種相談関係機関との連携を強化する。 

○国が進めている地域共生社会の実現に向け、2021（令和 3）年 4 月「重

層的支援体制整備事業」がスタートし、多機関協働が求められている中

で、本事業への隣保館の関わりを模索していく。 

○地域社会全体の中で、福祉向上や人権啓発の住民交流の拠点となる開　

かれたコミュニティーセンターとして、他の 2 隣保館と相互に情報交

換・連携しながら、関係機関とともにあらゆる人権問題の解決促進を図

る。 

○人権啓発・情報発信の拠点施設として、研修会等の開催、広報誌の発　　

行等により、積極的に啓発・広報を進める。来館研修はもとより、講師

派遣、出張研修等についても積極的に対応する。 

○自治会・町内会、防災の会、公民館、市社会福祉協議会、地域、学校等

の関係機関・各種団体とも積極的に連携し、事業を推進する。
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議題４ 

令和７年度松尾会館事業計画（案） 

 

1　社会調査研究事業 

地域住民や関係者、関係機関等の協力を得ながら、地域住民に関する生活・福

祉等の実態把握に努める。特に、高齢者世帯、独居世帯、社会的援護を必要とす

る世帯、こどものいる世帯、空き家等について、生活・福祉・教育等のニーズや課

題の把握に努め、生活の安定・向上を図る取組につなげていく。 

 

2　相談事業 

・相談事業は隣保館の重要な柱であり、身近な相談窓口として、様々な課題を有

する人々の立場に立って事業を進めていくことが大切である。そのため、相談

者が気軽に来館・相談できる環境づくり、特に、職員の誠実な対応、速やかな

連絡・調整を心がける。 

・会館および訪問による相談すべてにわたり、相談者の現状やニーズを的確に把

握するとともに、相談者に寄り添った、継続的かつ長期的な伴走型の支援を行

っていく。 

・定期的に関係者による「相談事業連絡会」を開催し、情報共有を行うとともに、

個別事例への対応等を協議する。 

 

3　啓発広報活動事業 

様々な人権課題について、あらゆる機会を通じ、啓発や広報を推進していくた

めに、以下の取組を計画的に実施していく。 

（1）人権教育・人権問題研修会 

・松江市採用・昇任・転入管理職人権教育研修会 

・来館者研修 

・出前研修 

(2)学び直しの会研修 

(3)明るいまちづくり人権講演会 

・島根県委託事業「みんなで学ぶ人権事業」を活用した講演会を、学び直しの会

及び雑賀・朝日・白潟各地区人権教育推進協議会と連携して実施 

(4)交流文化講座 

(5)広報紙、会館だよりの発行 

　　・「会館だより」毎月 1 回発行　・広報「まつお」年 1 回発行 

(6)その他 

・会館内の人権啓発掲示　・町内掲示板（5 か所）への掲示 
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4　地域交流事業・地域交流促進事業 

地域交流事業・地域交流促進事業は、会館の重点事業のひとつである。住民相

互の交流を進め、継続することで、人権問題や隣保館活動への理解を深め、明る

く住みやすいまちづくりにつなげていく。以下の取組を計画的に実施していく。 

(1)あったか作品展 

(2)はつらつ健康講座 

(3)教養文化教室 

・手芸、書道、料理教室を年間各 10 回開催 

(4)なかよしカフェ 

・近隣住民を対象としたカフェ事業、毎月１回開催 

(5)「おたっしゃデー」（高齢者福祉のつどい） 

(6)なかよし広場 

・子どもの居場所づくり事業として計画 

(7)会館開放（休業中のこどもの居場所づくり） 

（8）ベビーマッサージ、年 9 回実施 

・母子の健康づくり、育児相談 

(9)ママ・パパ育児教室、年 3 回実施 

・出産後の沐浴指導 

 

5　その他 

(1)進路保障の取組 

・児童生徒の進路保障に関して、各学校及び学校・福祉連携推進教員、教育事務

所人権教育推進員等と連携しながら、個に応じた継続的な取組を進める。 

 (2)地域社会との連携の推進 

・地域の自主防災組織「松尾自主防災会」に対して、継続して支援を行っていく。 

・松尾盆踊り等、地域の行事に積極的に協力していく。 

・椿の会などの地域活動グループへの支援を行っていく。



（別表）

事業区分 回数 人数 備考

1

1

相談事業 福祉・健康相談 50 50

産業・職業相談

2 2

法律・生活相談 20 20

その他相談

広報 広報「まつお」 1 配布数200

会館だより 12 配布数840

研修・講座等 学校等人権研修 12 300

学び直しの会 2 20

明るいまちづくり人権講演会 1 50

人権学習会 1 20

交流文化講座 1 10

地域交流事業 交流 交流研修会 1 20

高齢者等福祉 おたっしゃデー 1 20

はつらつ健康講座 1 10

福祉講座 1 10

高齢者見守り事業 2 30

あったか作品展 3 150

教養文化教室 料理教室 10 70

書道教室 10 60

手芸教室 10 70

ベビーマッサージ 9 150

ママ・パパ育児教室 3 30

なかよしカフェ 12 120

なかよし広場 4 70

会館開放 12 70

貸館事業 120 1,000

地域福祉事業 相談事業連絡会 1 4

進路保障連絡会 1 4

その他 運営審議会 1 10

会館運営推進委員会 2 20

計 308 2,390 

令和７年度 松尾会館事業計画表（案）

事業内容

実態調査

世帯調査

教育相談

人権相談

社会調査及び
研究事業

啓発・広報活
動事業
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組織・運営 （森下）

渉外 （森下）

総務 調査・研究 （仲村） 実態調査

（森下） 月例報告 （仲村） 相談状況報告

〃 （大北） 事業実施報告、勤務状況報告

防災 （森下） 防災計画、防災管理

相談 （仲村）

啓発・広報 （森下、仲村、大北）

事業 研修 （森下、仲村）

（仲村） 高齢者福祉 （仲村） 高齢者訪問、福祉行事

教養文化 （森下、仲村、大北） 教養文化教室

地域交流 （森下）

児童福祉 （大北、森下）

文書管理 （大北）

管理・事務 施設管理 （大北） 保守管理、修繕

（大北） 備品管理 （大北） 一般備品、消耗備品

会館使用 （大北） 貸館手続き

令和７年度　松尾会館業務分担表

運営方針、事業計画、行事計画
運営審議会、運営委員会

自治会、町内会、防災会、椿の会

各種相談、相談記録、関係機関連携

広報まつお、会館だより、館内掲示  
掲示板 

研修受け入れ、各種研修会

作品展、交流会、各種講座

なかよし広場、会館開放
小中学校連携

来文書、発送文書、諸帳簿管理
出勤簿、業務日誌
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【資料１】

職　　　　　名

1 赤　木　直　行 雑賀公民館　館長

2 佐　貫　公　一　 新町町内会  代表

3 坂　根　真木乃 栄町町内会　代表

4 伊　藤　健一郎 松尾地区自治会　会長

5 森　尾　文　彦 松尾地区自治会　副会長

6 吉　田　　　茂 松尾地区自治会　顧問

7 坂　本　和　子 福祉推進員

8 原　田　　　守 雑賀地区町内会連合会　顧問

9 安　達　悦　子 椿の会　代表

10 与　倉　恵　子 まつお保育園　園長

松江市立松尾会館運営審議会委員名簿

（令和7年７月1日より2年間）

（敬称：略、順不同）

氏　　　名 備考
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【資料２】 

 

令和７年度松江市立松尾会館運営審議会 

松江市出席者名簿 

 
 

市民部　部長　　　　　　　　　　　　　　石倉　昌志 

人権男女共同参画課　課長　　　　　　　　石倉　裕之 

人権男女共同参画課　教育指導官　　　　　野津　忠宏 

人権男女共同参画課　人権施策推進係長　　矢田　英之 

人権男女共同参画課　人権施策推進係　　　板持　　努 

松江市立松尾会館　館長　　　　　　　　　森下　　勇 

松江市立松尾会館　指導職員　　　　　　　仲村　由里 

松江市立松尾会館　事務員　　　　　　　　大北　能生


